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小説・ラノベの文章表現を 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「つ」で始まる語彙辞典（メジャー） 

 

つい‐おく【追憶】 

［名］(スル) 

過ぎ去ったことに思いをはせること。過去をしのぶこと。追想。「―にふける」「少

年時代を―する」 

 

 

つい‐かい【追懐】 

［名］(スル) 

過ぎ去ったことを思い出して、なつかしむこと。追想。「往時を―する」 

 

 

つい‐がん【追願】 

［名］(スル) 

ある願いをしている上に、さらに他の願いをすること。おいねがい。「使用期間の延

長を―する」 

 

 

つい‐しょう【追従】 

［名］(スル) 

他人の気に入るような言動をすること。こびへつらうこと。また、その言動。「お―

を言う」「顧客に―する」 

 

 

ついしょう‐ぐち【追従口】 

相手におもねる気持ちを口に出すこと。お世辞。おべっか。「―を並べたてる」  
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ついしょう‐わらい【追従笑い】 

相手の機嫌をとるために笑うこと。また、そのような笑い方。 

 

 

つい‐じゅう【追従】 

［名］(スル) 

あとにつき従うこと。また、人の意見に従うこと。追随。「権力に―する」 

 

 

つい‐せき【追惜】 

［名］(スル) 

死者のことを思って、いたみ惜しむこと。「亡き旧友を―する」 

 

 

つい‐そう【追送】 

［名］(スル) 

あとから送ること。「必要書類を―する」 

 

 

つい‐とう追討】 

［名］(スル) 

追いかけて討ちとること。討手(うって)を差し向けて賊を征伐すること。追伐。追

罰。 

 

 

つい‐のう【追納】 

［名］(スル) 

追加して納めること。あとから不足額を納めること。「寄付金を―する」  
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つい‐ぼ【追慕】 

［名］(スル) 

死者や遠く離れて会えない人などを、なつかしく思うこと。「亡き夫を―する」 

 

 

つう‐いん【痛飲】 

［名］(スル) 

大いに酒を飲むこと。「夜を徹して―する」 

 

 

つう‐かん【通観】 

［名］(スル) 

全体にわたってひととおり見渡すこと。「世界の情勢を―する」 

 

 

つう‐きん【痛勤】 

《「通勤」のもじり》 

（大都市圏の通勤時間帯に）乗り物が混んで通勤・通学の辛いこと。「―地獄」 

 

 

つう‐げき【痛撃】 

［名］(スル) 

相手に手ひどい打撃を与えること。また、その打撃。「―を受ける」「敵の軍事基地

を―する」 

 

 

つう‐げん【痛言】 

［名］(スル) 

痛いところをついて厳しく言うこと。また、その言葉。「―してはばからず」  
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つう‐こく【痛哭】 

［名］(スル) 

激しく泣き叫ぶこと。ひどく嘆き悲しむこと。「友の死に―する」 

 

 

つう‐せき【痛惜】 

［名］(スル) 

ひどく悲しみ惜しむこと。「友の夭折(ようせつ)を―する」 

 

 

つうぜい‐かん【痛税感】 

納税の痛み。国民が納税を負担に感じること。「―が高い」 

 

 

つうぞく‐てき【通俗的】 

［形動］ 

世間一般で好まれるさま。俗受けのするさま。「―な読物」 

 

 

つう‐だ【痛打】 

［名］(スル) 

① 相手に精神的、肉体的に痛手となる打撃を与えること。また、その打撃。「相手

の弱点を―する」 

② 野球で、鋭い一打を放つこと。また、その打撃。「救援投手が―を浴びる」 

 

 

つう‐てい【通底】 

［名］(スル) 

ある事柄や思想などがその基本的なところで他と共通性を有すること。「現代の風俗

に―する志向」  
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つう‐ば【痛罵】 

［名］(スル) 

手ひどくののしること。痛烈に非難すること。「―を浴びせる」「失態を―する」 

 

 

つう‐ふん【痛憤】 

［名］(スル) 

大いに憤慨すること。「軽薄な世情に―する」 

 

 

つう‐ぶ・る【通ぶる】 

［動ラ五（四）］ 

通らしいふりをする。通人ぶる。通がる。「―・った口をきく」 

 

 

痛棒(つうぼう)を食らわ・す 

手ひどくしかってこらしめる。「悪徳商法に―・す」 

 

 

つう‐ゆう【通有】 

［名・形動］ 

同類のものに共通して備わっていること。また、そのさま。「若者に―な（の）性癖」 

 

 

痛痒(つうよう)を感じ◦ない 

なんの影響も利害も感ぜず、全く平気である。痛くもかゆくもない。「欠員が出ても

なんら―◦ない」  
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つう‐れつ【痛烈】 

［名・形動］ 

働きかけなどが非常に激しいこと。手厳しいこと。また、そのさま。「―な打球」「―

に批判する」 

 

 

つう‐ろん【痛論】 

［名］(スル) 

手厳しく論じること。また、その議論。「教育行政の無定見を―する」 

 

 

つき‐ころば・す【突（き）転ばす】 

［動サ五（四）］ 

突いてころばす。突きたおす。「背後から―・す」 

 

 

つき‐す・える【突（き）据える】 

［動ア下一］［文］つきす・う［ワ下二］ 

突きころばすようにして座らせる。乱暴に座らせる。 

 

 

つくり‐ごえ【作り声】 

地声でない、こしらえた声。また、ある人や動物に似せた声。「―で電話する」 

 

 

つごう‐しだい【都合次第】 

そのときの事情・ぐあいによること。「―では取り止める」  
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つたい‐あるき【伝い歩き】 

［名］(スル) 

壁などに手をかけ、それに沿って歩くこと。また、敷石などに沿って、その上を歩

くこと「赤ん坊が―するようになる」 

 

 

唾(つば)を付(つ)・ける 

他人に取られないように、前もって手を打っておく。「売り出す前に―・けておく」 

 

 

粒(つぶ)が揃(そろ)・う 

集まった物の、大きさや質が均等である。転じて、すぐれた人や良質の物が揃って

いる。 

 

 

潰(つぶ)しが効(き)・く 

《金属製品は、溶かして別の物にすることができるところから》 

それまでの仕事をやめても、他の仕事ができる能力がある。「専門職すぎて―・かな

い」 

 

 

つぶ‐ぞろい【粒揃い】 

① たくさんの中の粒の大きさや質が、良質でよくそろっていること。また、そのも

の。「―の真珠のネックレス」 

② 集まった人々の能力や質がそろっていて、見劣りするものがいないこと。「―の

選手」 

 

 

つまさき‐あがり【爪先上（が）り】 

［名・形動］ 

少しずつ登りになっていること。また、そのさま。つまあがり。「―な（の）坂道」  
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つまさき‐さがり【爪先下（が）り】 

［名・形動］ 

少しずつくだりになっていること。また、そのさま。つまさがり。 

 

 

旋毛(つむじ)が曲(ま)が・る 

すなおでなくなる。ひねくれる。「―・っている人」 

 

 

つむじ‐まがり【旋毛曲（が）り】 

［名・形動］ 

性質がひねくれていてすなおでないこと。また、そのさまや、そういう人。へそ曲

がり。「―な（の）気難しい人」 

 

 

旋毛(つむじ)を曲(ま)・げる 

気分をそこねてわざと逆らい、意地悪くする。「―・げて返事をしてくれない」 

 

 

爪(つめ)に火を点(とも)・す 

ろうそくの代わりに爪に火をともす。ひどく貧しい生活をする。苦労して倹約する。

また、ひどくけちなことのたとえ。「―・してためた金」 

 

 

爪(つめ)を掛(か)・ける 

興味をもつ。ちょっかいを出す。また、女性に戯れかかる。「古典芸能に―・ける」 

 

 

爪(つめ)を研・ぐ 

用意怠りなく機会をねらう。野心を抱いて待ち構える。「相手の失敗を―・いで待つ」  
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つや‐だね【艶種】 

男女間の情事に関する話題。「―に事欠かない人」 

 

 

つら‐にく・い【面憎い】 

［形］［文］つらにく・し［ク］ 

顔をみるのも憎らしい。「生意気で―・い奴」 

 

 

鶴(つる)の一声(ひとこえ) 

多くの人の議論や意見をおさえつける、有力者・権威者の一言。「社長の―で決まる」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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